
平成３０年度第１回南部地域政策総合会議 会議録 概要

１ 開催日時

平成３０年９月１０日（月）午後２時３０分から午後４時３０分

２ 会場

徳島県南部総合県民局 阿南庁舎 大会議室

３ 出席者

（１）政策総合会議委員 １５名（５名欠席）

① 地域住民代表委員 １４名

青木委員 井上委員 大城委員 尾崎委員 兼松委員 栗田委員 小林委員

酒井委員 靎 委員 中川委員 橋本委員 濵﨑委員 平井委員 町田委員

② 県委員 １名

折野南部総合県民局長

（２）管内市町長 ４名

岩浅阿南市長 坂口那賀町長 福井牟岐町長 影治美波町長

４ 会議次第

（１）開会

（２）議事

①平成２９年度の「徳島県南部圏域振興計画」の実施状況について

②平成２９年度の「南部圏域課題解決プラン」の評価について

③平成３０年度の「徳島県南部圏域振興計画」の取組みについて

④「徳島県南部圏域振興計画」及び「南部圏域課題解決プラン」の

変更案について

（３）意見交換

（４）閉会

５ 配付資料

・ 徳島県南部地域政策総合会議設置要綱

・ 徳島県南部地域政策総合会議委員名簿

・ 平成３０年度第１回徳島県南部地域政策総合会議配席図

・ 資料１ 平成２９年度南部圏域課題解決プラン実施結果及び評価（概要）

・ 資料２ 平成３０年度徳島県南部地域政策総合会議 計画推進評価部会報告

・ 資料３ 平成３０年度の「徳島県南部圏域振興計画」の取組み

・ 資料４ 徳島県南部圏域振興計画（案）

・ 資料５ 南部圏域課題解決プラン（案）



〈発言要旨〉

（Ａ委員）

いつもながらの１番のご指名ありがとうございます。Ａでございます。どうぞよろしく

お願いいたします。今日は２点だけ申し上げたいと思います。

まず１点目でございます。１点目は観光振興等に関する意見でございます。まずうれし

いことに徳島に香港とのキャセイドラゴン季節運行が１２月から始まるという記事が出て

ございました。来年の３月２７日まで週２回，計２９往復５８便ということでございます。

非常にうれしいことでございまして，これは県南振興の取り組み，まさにですね，先ほ

ど事務局からご説明がありました資料３にあります，この観光の地域につなぐためのイン

バウンドの上昇の一つの大きな流れが来ているのではないかというふうに考えておりま

す。当然，インバウンド，来ていただくと同時にアウトバウンドですね。双方の交流が必

要と考えております。特にインバウンドについては，県南部地域におきましては，県南の

豊かな自然，伝統，文化，郷土料理など県南ならではの資源を活かして，魅力を体感する，

着地型の体験型観光振興が鍵だというふうに考えております。

その中でもやはりですね，いつもこの会議でもご意見させていただいておりますとおり，

私個人的には DMV。実は先般，阿佐東線の DMV の「あさてつワクワク体感ツアー」と
いうのにこっそりと参加をさせていただきました。実は知事も，もう一つの企画で同時に

会って，ついにばれたかなというふうに思った次第でございますが，やはりですね，着地

型，実際に DMV とその現地でどういうふうにしているのかと，それを未来ある子どもた
ちに体感させ，未来につなげていく施策づくり，そして人材づくり等が必要なんじゃない

かなと考えております。そのためには四国の右下は DMOの観光推進の人材づくり，それ
と観光のマネジメント研修とか塾の開催ですね。そういったのを絡めていくことが次世代

においても非常に大事なんじゃないでしょうかと考えております。

そして，隣の県なんですけど，今，非常に注目を浴びてる施設があります。皆さん知っ

てますとおり「むろと廃校水族館」というのがあって，開館されてございます。なんとこ

れ，室戸市，この開館して約１カ月で入場者数が１万人を越えたというふうに報道等で見

た限りでございます。私もここを注目してますので，近日中には行きたいなというふうに

考えてございます。だけど，これ，ただ行くだけじゃなくて，ぜひともですね，これを DMV
で行けるようにやはり室戸ルート，以前も発言させていただきましたが，これでさらに室

戸ルートの観光の資源というのは非常にプラスアップしたんじゃないかなというふうに個

人的には考えておりますので，ぜひともですね，DMV をオリンピックまでに営業運行で
きるようにこぎ着けていただきたいなと考えてございます。

もう１点でございます。私は阿南防災士の会に所属しております。やはり日本を襲う大

災害，今は台風２１号，そして北海道地震，そして，先般は平成３０年７月豪雨という災

害に見舞われてございます。ぜひともですね，この災害対応，もちろん，県南部は南海ト

ラフ巨大地震を迎え撃たなければなりません。以前「東京防災」という本，これは実は阿

南市長から阿南防災士の会のみんなに頂いたもので，かなり読み込んでぼろぼろになりま

した。そして，今は「東京防災」はアプリにも入っております。ぜひともですね，徳島県

として，これは危機管理として，「徳島防災」というのを作ってほしい。何故かというと

防災は色んな所に情報取りに行かなきゃいけないんですね。そうすると，あの情報も入っ



てきて，この情報も入ってきてという情報の一元化がやっぱり必要であるというふうに考

えてございます。その中でインバウンドのお話をさせていただきました。先般，台風２１

号で関西国際空港で閉じ込められてしまった外国人の方がやはり何が困ったかというと，

情報ですね。やはり情報が取れなかった，伝達ができなかったという記事を読みました。

ぜひともですね，県といたしましても外国人向けの情報発信，すだちくんメール等にお

いても，多言語のメール等，外国人観光客に対するシステムの構築が必要なんじゃないか

というふうに考えてございます。ぜひとも，これはインフラ・交通面，また避難所に関す

る開設情報，また停電・断水の状況等，最低この三つぐらいはですね，多言語で発信がで

きるような，これはシステム構築が今後かなり必要なんじゃないかなとかと。インバウン

ドがどうだらって言っても外国人に危ない県南に来てくれと私は言えません。やはりそう

いった制度は非常に大事だといったことをこの場で申し上げたいなと考えております。や

はり今後は AI・IOT を使った，外国人向けのシステム構築へ着手していただきたいなと
思っております。

最後の最後に宣伝を一つだけお願いします。そのインバウンド等におきまして，現在，

阿南市新野町で「シームレス民泊」推進してございます。先般は「わくわくトーク」にも

知事にも来ていただきまして，ありがとうございました。ぜひともですね，新野シームレ

ス民泊，今年度のテーマ，まさに外国人宿泊客へ向けての災害対応訓練を１１月１０日に

行う予定でございます。これは実は調べますとですね，民泊が施行されて，まだどこも民

泊に泊まっている外国人に対する訓練はした所は国内にはございません。ずばりこれを１

１月１０日にすると日本初，もちろん徳島県初のですね，外国人向け対応の訓練というふ

うに銘打って頑張っていきたいと思っておりますので，どうぞ，皆さまご注目ください。

以上でございます。

（Ｂ委員）

牟岐町のＢです。そうですね，前回も DMOについてお話しさせてもらって，民間との
連携をというふうにお話をさせてもらったんですけどれも，これから実際に「おもてなし

セミナー」などのセミナーを開催していくということでかなり期待をしております。私ど

もも今，地域密着型の着地型の体験宿泊施設を作ろうと思って，今動いてるところなんで

すけれども，新民泊法ですとか旅館業法が改正されて，かなり規制が緩くなっていて，許

可が取りやすくなってるっていうのをすごく実感しました。ただ，取りやすくなって，次

にどうつなげていくかっていうところはこれからだと思っています。

この DMOについてなんですけれども，体験っていうところを考えていくのが大事なん
ですが，今，民泊とか旅館業法で，宿を取る所っていうのは最初の規制があって，その基

準を満たして OK サインをもらった後というのは，やり取りがそこまでないっていうふ
うにお伺いしてますので，その後のフォローっていうのがまだ少し足りないのかなという

ふうに感じました。DMOでも旅館施設だったり，宿泊施設ですね，体験するにあたって，
かなり大事な要素になってくると思っているので，その後の旅館同士をつなげていく，ま

た体験同士をつなげていくっていう取り組み，交流会であったり，研修会というのをもっ

と力を入れて，私たちも含めてやっていく必要があるなというふうに感じています。

また，伝統文化というところで，７０代，８０代の方々がやはり技術を持っていて，牟



岐町で言えば，あんどん作りとか地域の資源を活かそうと動き始めているんですけれども，

高齢化が進んでいて，担い手がいなくって，地域の再建のためにどうしたら良いかってい

うところを今模索している段階です。そういったところに，若いインターン生だったりと

か，移住者がもっと関われるような仕組みっていうのを，もっと作っていく必要があるか

なというふうに今感じながら動いています。

県南部では，南部総合県民局が中心になってコーディネーターをして，県南部の阿南か

ら海陽町までの企業さんでインターンを受け入れています。ＥＴＩＣっていう会社が全国

各地の大学生を集めて，各地域の企業さんの課題解決のために送るという形を取っている

んですけど，そこでちょっと感じたのが，県南の連携っていうのをインターン制度を通し

て話すような研修だったり，交流会，どういうふうに外部の人を受け入れて，それを地域

につなげていくかっていうところを考える研修会があれば良いのかなというふうに感じま

した。

この二つが，今，私が感じているところで，東京オリパラやワールドマスターズゲーム

ズを見据え，観光客に向けての取組っていうのが県南全体で藍染めだったり，サーフィン

だったりを中心にかなり進んできているとは思うので，あとは，もう少し交流・連携って

いうところを民間と行政とが繋がってやっていけたらなと感じております。

(Ｃ委員)

阿南中央漁協のＣと申します。よろしくお願いします。漁業組合の漁業関係の代表とし

て，この場に座らせていただいているんですけれども，その部分ではなくて，一市民，県

民として発言させていただきます。最近ですね，頻繁に災害が起こっておりますので，身

近なことで言わさせていただくと，阿南市の市長もおいでになりますが，地域に，阿南市

の那賀川町ですが，防災のスピーカーがあります。それで避難してくださいという指示が

出たり，この前の台風２１号のときも，たびたび早めの避難指示等を出されていました。

このスピーカーですが，地域の住民の方からよく聞く話で，私自身もいつも感じるんです

が，聞こえにくいんです。雨が降っている中だと特に聞こえにくい。那賀町などは，防災

無線が各家庭にあるっていうことをお聞きしました。そうでしたら，家の中で聞き取りに

くい年配の方にでも聞き取りやすい状況ができるのかなと。阿南市で全家庭に付けるって

いうのは資金面でも非常に難しい話ではあるんですけれども，年配の方からとか，独り暮

らしのご家庭からとか，そういった状態で防災無線を付けていければ良いと思います。そ

れとスピーカーの位置，今の場所で全体の内どの程度の人が聞き取れているのかというの

も再調査していただいて，実際の状況をもう一度確認していただけたらと思います。増設

等も返事をいたただきたいなと思います。

それと那賀川町は避難場所がないんです。平野部なので高い所がありません。昔から津

波はここに来ないだろうという安易な考えがあるんですけれども，最近，想定外な状況が

よく言われておりますので，避難場所指定が普通の民家になっているとか，そういう状態

があります。小高い丘に防災公園も作っていただいていたりもしていますが，それだけで

はまだちょっと足りないと思います。私たちはどこに逃げたらいいんだろうというのを常

に話しております。ですので，もう少し進んだ形で災害対策を，平野部，山間部色々あり

ますけれども，考えていただけたらと思います。よろしくお願いします。



それと最後に「漁業版 BCP」というのをこのたび作成させていただきましたが，県の
方のご指導もあり，作成した次第なんですけれども，その中でうちの漁業組合が被災した

場合，隣の所に助けを求めることになっています。ですが，津波の場合は県下全域が被災

してるんじゃないかなと，海岸沿い，うちが被災しているということは隣も，ひどい状況

なんではないかと思います。県が大規模な災害があった場合に，関西の方と連携を取られ

ているっていうのは知っているんですけれども，こういう BCP を作りなさいっていう機
会を与えていただいて，私たちも災害のことを考えたときに，個別によその県外の漁業に

行って，こういうときは助けてくださいってお願いして回るのは難しいです。ですので，

あそこの県と連携を結んでいるので，その県の漁業組合と，という情報が先に入っていれ

ば，動きやすいのではないかなと感じます。県，行政側の方が，他の県とか地域とかとの

橋渡しをしていただければありがたいかなというのが正直な意見でして，提案させていた

だきます。簡単ではございますが，よろしくお願いします。

(Ｄ委員)

はい。Ｄです。よろしくお願いいたします。先ほど「南部圏域振興計画（案）」のとこ

ろで，何かございませんかとおっしゃってくださったときに発言すればよかったんでしょ

うけれども，資料４の２５ページなんですけれども，県内で行われてる主な祭りっていう

所で阿南市がですね，橘のけんかだんじりと椿泊のだらだら祭りって入っているですよね。

それで，八幡神社の秋祭りなども入ってるんであれば，加茂谷の鯉祭りとか西部公園の七

夕祭りもぜひ入れていただきたいなと思うんです。次はその辺よろしくお願いしたいと思

います。

それで，意見なんですけれども，防災の面から一つ，ずっとお話しさせていただいてる

んですが，畑田地区，平山地区っていうのは本当に台風が来るたびに道路がなくなってし

まうっていうことで，畑田川の改修を早めていただきたいっていうことが一つなんです。

平成２８年に県から出された，土石災害ハザードマップというものの中で平山，畑田地区

が警戒地域になっているにも関わらず，道路がなくなったらどうなってしまうんだろうか

っていうのが，地域住民の話し合いの中で出てくる話なんですね。ですから，是非その辺

ですね，岡川の改修が５０年近くかかっても，さっぱり進まないようでは困りますので，

ぜひ進めていただきたいなと思います。

次にまちの創生ということで，観光の面なんですけれども，やはり徳島遠いですよね。

阿南遠いですね。昨日も私，仙台から帰ってきたんですけれども，伊丹空港からの高速バ

スが時間がかかりすぎますよね。それに思うように予約が取れないんですよね。やはりそ

の辺を改善しないと，観光客の誘致っていうのはなかなか難しいんじゃないかなと思いま

す。徳島空港が広くなっているので，地方空港との便をもっと増やしていただきたいなっ

ていうのが希望でございます。

それともう一つは農業なんですけれども，今，高齢化が進んで，荒れた土地が多くなり

つつありますよね。集団でやはりどこかが請負農業団体みたいなものを作っていただくよ

うな形で，それを県がちょっと手助けしてくださったら，できるんじゃないかなと思うん

ですよね。それによって，耕地が荒れるのが減っていったら，水害も少しは減るんじゃな

いかなと，素人考えではあるかも分かりませんけれども，思います。よろしくお願いした



いと思います。以上でございます。

（Ｅ委員）

阿南商工会議所のＥと申します。県南の商工業振興ということでご意見を述べさせてい

ただけたらと考えております。徳島県全体で見ましたら，県南のほうは非常に大手の流通

業者，外食ひっくるめて非常に遅れている状態でございましたけれども，小松島市ひっく

るめて，県南のほうにおきましても，やっとと申しましょうか，だんだん大型の店舗，ナ

ショナルフランチャイズ等が出店するようになってまいりました。

物販におきましては県外の流通関係の大型店，また宿泊，街商サービス業におきまして

は直営，フランチャイズひっくるめましたナショナルチェーンが出店するようになってま

いりました。地元の商工業者にしてみましたら，どうしても反対して大手の出店を食い止

めたいというところはあるんですけど，やはり地元の消費者の意見を聞きますと，やはり

大型店ができたほうが便利だからという方が多いので，やはり共存・共栄を図るしかない

と，手前ども地元の商工業者のほうも考えております。それで，地元の既存業者と，これ

から新しく出店する大型店舗との地域振興におきまして，手をつないで共に県南のほうが

発展できればということを考えております。

まずその一つといたしまして，阿南市，それから那賀町，それから南の方とひっくるめ

まして，出店時にはこれも必ずということでお願いしたいんですけども，県の方から，も

しもお声掛けをいただけるんでしたら，出店，開発許可をおろすような条件として，各地

域の商工会，そして阿南におきましては商工会議所等に入会する。そして各大型店舗の店

長さんなり，副店長さんに地元の商工業者の窓口はうちは副店長がやります，うちは店長

がやりますよ，部長がやりますよという，専任する方をお願いできたらとか考えておりま

す。

それと食品関係におきましては，南でしたら阿南保健所，それから美波の保健所になっ

てきますけれども，保健所を中心といたしました食品衛生協会の会員，これから新しく出

店する大手の業者，飲食店，それから食品加工業者は，食品衛生協会の会員となって，地

域住民の食の安心・安全のための地道な活動に参加していただいたらと考えております。

今，既存業者は後継者だけでもなかなか見つけにくい状態でございまして，今，食品衛生

協会におきましても，後継者の問題が非常に難しくなっております。やはりある程度，こ

れから元気のある，新規出店なさる大手の業者の方にも食品衛生協会の会員となって，地

道に地域の活動に参加していただいたらと考えております。あと，それから地域に根付い

た行事，祭り，季節のイベント，ボランティア等で各地域の既存業者と同じように活動し

ていただいたら，なおベターかなと考えております。あと，地域の同業者，異業種交流会

への積極的な参加もお願いできればと考えております。

２番目といたしまして，新規学卒者採用に関する地元の中小企業への支援ということで，

雇用確保のためには，今，新卒者を採用するためにはインターンシップ，また教育事業へ

の取り組みを促進させる必要があります。市内の中小企業がインターンシップ等を行った

際，企業側が負担する学生にかかる交通費，宿泊等の経費の助成も行っていただければ幸

いかなと考えております。今，阿南商工会議所におきましても，インターンシップ委員会

というのを１年前から立ち上げまして，県南の各高校の就職担当の先生方と意見交換会を



行ったり，ハローワークの新卒担当者をお招きして，勉強会等の開催をいたしております。

今月の１７日にも，高知県でインターンシップ等の先進地がございますので，そちらのほ

うにお邪魔してどういったかたちでインターンシップを活性化しているかという意見交換

会に参加する予定でございます。私の友人で自動車関連のラインのロボットの下請けをい

たしておる D 社という会社がありまして，そこの Y 社長さんという方がいらっしゃいま
すけど，その方とインターンシップの話をしておりました。その方は阿南が地元で，阿南

市の業者ですので阿南高専さんの４年生の方，３年生の方をインターンシップで，夏休み

に２，３週間，ここ１０年ほど，毎年ではないんですけど，阿南高専のほうからインター

ンシップを受け入れて欲しいという要望がありましたら，インターンシップを受け入れた

ようです。それで，去年のちょうど秋口に「Y 社長さんいらっしゃいますか」と若い方か
ら電話があったらしいんです。電話を取り次いでいただいて話を聞きますと「社長さん，

私のことを覚えていますか」ということで，よく話を聞きますと１０年ほど前に，阿南高

専を卒業した方で，ちょうどその方が４年生の時に，その D 社で３週間ほどインターン
シップを受け入れていただいたらしいんです。５年生になって，就職を考えるときに，親

や学校の教授の方と相談して残念ながら地元の業者，D 社に就職せず，県外の大手の企
業に就職したということでしたが，１０年前にインターンシップを受けた時に D 社の社
長さんの志とか，それから従業員の方の本当に仕事に取り組む真摯な態度を見て，万が一

自分が勇退して地元の阿南市に帰ってきたら，ここの職場で働きたいなということを痛感

なさったということで，電話あって，「もしも私のような人間でよろしければ，もしも今

まだ中途採用を採用してるようであれば，受けてもらえませんか」と問い合わせをいただ

いたそうです。

今までは阿南高専とか徳島大学の学生さんをインターンシップで受け入れても，ただ学

校側の都合で受け入れるだけで，なかなか自分のような中小企業に就職していただくこと

はできんなというのが頭にあったそうですけども，１０年前にやった努力が今無駄ではな

かったということで，本当に思わず目頭が熱くなったという話を聞かせていただきました。

やはりそのあたり，小さなことから始まると思いますので，インターシップ等，教育にも

県の方から助成等がありましたら幸いかと考えております。

３番目といたしまして，中途採用者の絶対数が不足しているということです。手前ども

の会社も外食，ホテル業なんですけれども，毎年，定期的に新卒者の採用を試みておりま

す。おかげさまで，ここ１０年間ほどは毎年，多い年で３人ぐらい就職していただいてお

ります。今年も何とか９月の５日に高校の先生方が，またよろしくお願いしますというこ

とで２人ほど求人票をいただいて，今月の１７日には入社試験を開催する予定となってお

りますけれども，毎年２人，３人では手前どもの業種もなかなか人手を確保することがで

きません。やはり中途採用者の採用というのが非常に重要になってまいります。働き方改

革を基本といたしまして，これからはやはり高齢者雇用，障害者雇用，それから外国人労

働者，研修生，実習生，今は実習生って言うんですかね。海外からの労働者と多岐にわた

る労働者の採用方法を，これから中小企業も勉強をしなければいけないと考えております。

やはりそのあたり中小企業は十分な知識もございませんので，もしも県のほうを中心にそ

ういった勉強会があれば，高齢者を採用する場合にはこんな方法，障害者を採用する場合

にはこんな方法，外国人労働者を採用する場合にはこういう方法があるよという，そうい



った勉強会も県の主導で開催していただければ幸いかと存じております。あと従業員定着

促進のための労働環境に改善する支援ということで，福利厚生施設の充実を図るための取

り組み支援，また補助金活用等の勉強会も開催していただければ幸いだと感じております。

以上でございます。

（Ｆ委員）

Ｆと申します。海陽町で３年間，地域おこし協力隊として活動させていただきました。

先月で任期が終了して，自分の中でもそういう葛藤があったんですけども，自分が感じた

魅力を発信していくためには外に出て発信することも大事だと思い，ローカルプロデュー

スという会社で，徳島県の食材を販売して発信していく仕事を今月から始めます。それか

ら引き続き，海陽町と南部の魅力を伝えていくためにどうしたら良いかということについ

て考えて活動していきたいと思っております。

関係人口の増加について資料にもあったんですけども，私自身が今回関係人口の一員に

なったわけなんですけども，外に物を売り外貨を稼いでいくためには，また観光客に訪れ

てもらうためには，その町を知っているだけではなくて，何らかの良い関係を築いている

ことが必要だと思っています。それが外から外貨を獲得するときに一番重要なポイントだ

と感じています。自分自身も地域おこし協力隊の活動の中で外の方たちに次々来てもらっ

て，ツアーを開催するとかっていうことをやったことがあるんですけど，やっぱりそのと

きに来てくれた人たちが，一番こう，関係人口になってくれやすいポイントだなと思った

のが人との関わりで，人との関わりの中で感じたこととかっていうのを，自分の住んでい

る所に戻ったときに，何を，どれを買おうかなって迷ったときに，この人，ここの海陽町

の産品が出てるってなったときに自分が行ったことのある，出会ったことのある所のもの

だから買いたいっていうふうな動機になりやすいと感じました。それで今後，DMO を進
めていく際にもその魅力を伝えて，観光だけで終わらないような取り組みにしていってい

ただきたいと思います。

もう一つ，移住，定住に欠かせないことだと思うんですけど，南部圏域で移住者を獲得

していくためには，「趣味と仕事」っていうのがキーワードになってくるんじゃないかな

と考えます。他の地域だと，神山町とかは，都会のストレスがなく，忘れさせてくれる環

境で，田舎でも仕事ができる人たちが集まっていると思うんですけども，県南部では趣味

を仕事にしている人が多いなという印象を受けていて，どこの地域も人手不足で悩んでる

とは思うんですけど，そういう地域だと，１人が請け負う業務というのはどうしても多く

なってきてしまうと思います。その中で週休３日制とか，残業がないとか，給料は従来通

りというような条件の人材っていうのは，地域からしても受け入れがたい状況なので，そ

こを目指すんではなくて，趣味を仕事にしてる，やりたいことを仕事にして，仕事が楽し

くてたくさん働きたいっていう人たちを，県南部に呼ぶっていうことが大事なんじゃない

かと思っていて，農業や漁業とかは特に大自然の中でストレスを感じずに作業を行うこと

とか，愛情をかけて作ったものがおいしく，きれいにできることにやりがいを感じるって

いうことも聞いてるので，そういうところを押し出していって，今，「趣味を仕事に」を

実現してる人たちはどんな仕事について，どんなライフスタイルで，町の人たちはどんな

応援をしてくれるかを外に伝えていくことが必要だと思うので，そういう伝え方をしてい



っていただけたらと思います。以上です。

（Ｇ委員）

Ｇです。今日東京から帰ってきたばっかりで，羽田から直行しました。昨日，ほかほか

の移住の日本最大の「ふるさと回帰フェア」っていう国際フォーラムがあったんですよ。

それが日本最大で，一番新しいこと，どんなことが今起こってるかを知れる機会で，ちょ

うどありがたいです。県の方はじめ，市町村，町村の方もいらっしゃるので，それのちょ

っとご報告したいと思ってます。

実は四国では香川がナンバーワンだったんです。行列のできるうどん屋さんぐらい，並

んでたんですよ。それがもう負けてませんから，今，徳島。今まで寂しかったんです。岡

山，広島，香川にはもう完全に負けてて，ものすごいつらかったんですよ。高知も愛媛も，

皆さんどことも力入れてるんで，これつらいよと思とったんが，おかげさんで，じわじわ

がもう本当にじわじわが効いてきましたんで，やっとやっともう４０年近く移住のことや

ってて，やっと効いてきましたよ，本当に。ですから，ここに今までお話し聞いてて，移

住のこと言ってくださったり，皆さんしてくださってるんですけれども，決してあきらめ

ることなく頑張っていきましょう。それと花火みたいなことは絶対やめてほしいと思って

ます。じわじわ行きましょう。

昨日，５０組も来てくださったんですよ，ご相談に。その中で何が一番良かったかって，

私がこういう方たちに来て欲しいなと思うのが，「ゆかり」のある人です。去年は CCRC
があって，「ゆかり」っていう言葉が入ってましたよね。それが今年になったら「ゆかり」

が消えてるんですよ。U ターンっていうのは「ゆかり」なんですよね。夫のほうの U タ
ーンは U ターンに入るんですけど，妻のほうの U ターンが入ってないんですよ。徳島っ
て女がすごい強いんです。私もそうなんですけど，夫を連れ帰ってくる。母親の力がすご

く強くて，帰ってくるんですよ。昨日も父親の里の墓があるとか，Ｅ委員の話にあったよ

うに，昔仕事で世話になったとか，「ゆかり」のある方が来てくださるとものすごい話が

スムーズです。それでね，移住してきたときに，多分この中にも移住者の方いらっしゃる

と思うんですけど，「徳島のどこそこなんよ」とか言うと，これだけで一気に移住者にな

るんですよね。殻が取れるっていうのあるので，ぜひぜひ今度「ゆかり」をもう１回入れ

直していただけますかっていうことをお願いしたいんです。施策の中にね。そうすると，

移住のことやってる側としてはものすごいやりやすいです。安心ですよ。本当に。 それ

ともう１つ。空き家のことですけれども，去年まではトイレトイレと思てたんですよ。浄

化槽とか。もう古民家やめましょう。本当に。何が起こってると思います。台風ですよ。

豪雨ですよ。雨漏りなんですよ。雨漏り直すのになんぼお金いりますか。無理です。もう

移住者の人，古民家をなんかきれいにするのやめて，屋根にお金かけてほしいですね。ほ

んま笑い事ちゃうんですよ。ほなって，８００万も古民家にお金かけてやった移住者が民

宿やってるんですけど，なんと雨漏りで廃業ですよ。直せんのですよ。８００万かけて，

２２００万，３００万いるんですよ。古民家やから。そこら辺も今後，施策の中に入れて

いただいて，こんだけ災害が来てるんですから，地震がゆったら屋根一発ですからね。も

うトイレは言うのやめます。屋根にします。今度からほんとに。それも頭に入れて，今後

やっていっていただきたいなと思ってますので，よろしくお願いします。移住のほうは頑



張りますんで，今後ともよろしくお願いいたします。

（Ｈ委員）

Ｈです。自主防災連合会が勧誘が進まないということは，私たち自主防災と関係ある人

間は本当に残念に思います。それから９月１０日に台風２１号，県南部に上陸，縦断して，

９月６日には北海道で最大震度７の地震。たくさんの人が亡くなりました。まずこの人た

ちにお悔やみを申し上げたいと思います。最近の台風は進路が逆走したりと，今までの常

識では考えられないことが起こっています。高潮の被害もあり，各地で本当に深刻な被害

が出ています。

最近のこの状況を見ると，日本大丈夫かな，自然に勝つことはできないんやろかと思わ

ざる得ません。自然の力にはなかなか勝てないかもしれないけど，ただ指をくわえて待っ

ていたのでは，何にも答えは出てこないと思います。色んな角度から検証していただき，

研究している先生方にお知恵をもらい，何らかの方法考え，少しでも被害を少なくするこ

とができると思います。まず検証することが大切で，官民一体，連携して自然災害に立ち

向かうしかないと思います。台風２１号のときに，連携してる阿南市福井町の人はすぐ連

絡してくれました。「大丈夫？私らは大丈夫よ」と。LINE や電話でいつも連絡を取り合
っています。だから，こういう連携意識ということが，やっぱり大事ではないかと思いま

す。ちょっと暗い話ばっかりですけど，ちょっと夢のある話をしたいと思います。６月２

７日，南部地域に皇太子殿下が来られました。美波町には日本最古の碑「康暦の碑」があ

ります。研究熱心な殿下は南部に行って，一度この碑を見たかったとおっしゃいました。

やっぱり，この碑は先祖が大切に残してくれた碑なので，自分たちはこの碑を守る使命が

あります。今の由岐小学校の生徒が地震，津波，歴史を熱心に勉強してます。徳島大学の

先生に講師に来ていただき，３ Dプリンターで碑を作って勉強しております。
そして，せっかく皇太子殿下が来てるということで，子どもの意見を聞いてきますと「皇

太子に手紙を書きたい」と言うんです。これは良いことやなと思って，連絡入れたんです

けど，やっぱり色んな被災地の人も子どもおるし，色んなところがあるから，これはここ

で遠慮してくれと言われてたんです。それでも，この子らはこういう夢を持って頑張って

おります。次の世代にこの夢を託したいと思います。以上です。

（Ｉ委員）

海陽町から参りました，Ｉと申します。よろしくお願いします。私が海陽町に移住して

きて，もう９年が経ち，総合型地域スポーツクラブというスポーツ施設に関わるようにな

ってからは，７年が経とうとしています。海陽町では海陽愛あいクラブとしまして，総合

型地域スポーツクラブの認知度が少しずつですが，高まってきております。設立当初は，

スポーツ教室であったり，イベントなんかを中心に行ってたんですけれども，だんだん年

数を重ねるごとにですね，高齢者の出張型の運動指導に行かしていただいたり，そちらの

ほうで介護予防治療を行うということで，町から業務委託を受けたり，また２年前ぐらい

からは，保健師さんと連携して，特定検診時の運動指導等も行っています。生活習慣を見

直していただくというようなことも，業務委託としてやらせていただいてまして，行政と

か民間のすき間の部分をスポーツクラブが埋めていければと思います。受講者数も上がり



つつはあるんですけど，やっぱり人口も少なくて，その中でスポーツを行う方は全人口の

数パーセントっていうようなデータもありますので，自分たちが法人化をして自立してい

くっていうのがまだ厳しいんですね。

今後の目指すべき県南の将来像について，ご意見をいただければと今回依頼があったん

ですけれども，こういった総合型地域スポーツクラブっていうのは，地域に密着して，今

後，人口減少，超高齢化社会が進む中，２０年，３０年経ちますと，町単位ではなくって，

郡内であるとか，県南の圏域での機能の集約という流れになると思いますので，こういう

クラブもですね，間違いなくそういうふうな道をたどっていくと思いますので，医療や行

政のなし得ない部分のサポート的存在として，今後も継続できるように頑張っていきたい

と思います。後継者の育成やスタッフの社会保障とか，まだまだ問題がたくさんあります

が，県や町もですね，こういうクラブが今後も継続していけるように，色々サポートして

いただければと本当に切に願っております。

あと，もう一つ，ちょっと話は変わるんですけれども，さっきＡ委員のお話にもありま

たが，私たちの海陽町の本当に１時間もかからない所に廃校の水族館ができまして，ネー

ミングも本当に，できる前からちょっと道を通ったときに廃校？っていう感じで，何これ？

という感じで，ちょっと目を引いたんです。実は名前を最初に学校水族館にしようかと決

めてたらしいんですけど，やっぱり廃校にしようということで，すごくインパクトがあり

ますし，あと，徳島県に水族館がないのがちょっと残念に思ってて，それが隣の町にでき

たのがちょっとそれも悔しいんですけど。しかもですね，予算が５億円って書いてたんで

す。それを高いと取るのか，安いと取るのかちょっと分からないんですけども，実は海陽

町にも「マリンジャム」っていってスポーツ施設があるんです。そこは，町の小さな水族

館としまして，本当にちいちゃな水族館で魚とか飼ってるんですけど，インパクトがやっ

ぱりちょっと少なくて，なかなか集客が伸び悩んでるんです。さっき DMV で，ぜひ廃校
水族館って言ってたんですけど，それに乗って行くような徳島県の目玉になるような観光

スポットもできればなと思います。今，ここでそれが何かっていうの私もちょっと意見と

しては言えないんですけど，また思い付いたら言ってみたいと思います。以上です。

（Ｊ委員）

木頭から参りましたＪです。今，ゆずの会社で働いておりますので，ゆずの会社につい

てのことをお話したいと思います。有機 JAS 商品が最近４商品ぐらい出来て，空港等で
置かしてもらえたなあというふうに相談しているところなんです。，やっぱ表表紙，裏表

紙，栄養成分表とかも英語と日本語と両方で表示するようにしまして，そういうようにポ

ップも英語で書かなくてはいけないと思うし，そのようにしてインバウンド商品を県外の

商品で盛り上げていって，県内だけではなくて，色んな全国でインバウンド商品の市場に

出していければなというふうに思っております。

それと，最近，災害がすごく多いと思うんですけれども，大雨が続いて，木頭地域でも

いつもはできる伝統的な在来種の野菜が，全然出来なかったり，畑を持ってるおばあさん

たちとかでも野菜が採れなくて野菜不足で悩んでる時期がありました。今回の災害，色ん

な地域でコンビニから食料が消えたりとか，それでなくても日本は食糧自給率が低い国な

のにどうなってしまうのかなと思います。また北海道も食糧貯蔵庫のような所ですし，そ



ういう意味で考えると，これからも災害に備えて，自らの食べ物は自らで作ったほうが良

いんじゃないかと実感しています。私も移住組なんですけれども，夫は木頭出身なんです

けれど，自給自足っていうと憧れるんですけども，もうこれは憧れプラス，今は必死みた

いな感じにもなってきているので，それをうまく使えないかと思いまして「自らの命は自

らで守りませんか」っていうキャッチフレーズとか，国の食糧自給率は何パーセントだけ

れども，徳島県は何パーセントっていう，ちょっと威張る数字にしたりとか，高知の経済

同友会さんのほうは幸福度っていうのをすごくアピールしてると思うんですけれども，そ

れに対抗して徳島県のほうは食糧自給率何パーセントというのを売りにしてみてはと思い

ます。ここに来て，びっくりしたのが物々交換の量の多さで，町のほうだとこれぐらいで

どうぞみたいな感じなのがキュウリとすだちをごみ袋に１袋ずつとか，そういう量なので

その豊かさっていうのをアピールしても良いかなと思いました。

それと，また災害なんですけれども，木頭は県境に位置してまして，よく出張なんかは

高知を経由して，土佐山田から九州のほうに行ったりするんですけど，この間，豪雨の始

まりの頃に土佐山田から電車に乗らなくちゃいけなくて，それで四ツ足峠の手前まで徳島

県通行止めみたいな感じで，そこを越えたら行けるのかと思って行ってしまったら，四ツ

足峠の先のほうがずっとひどい状態になっていて，その後，道路も崩落しましたし，管轄

があると思うんですけど，徳島の四ツ足峠まで通行止めってすると，県外とかから来たり

する人もそうだと思うんですけど，そこから先は行けてしまうんだなと思ってしまうので，

その辺ってどうにかならないのかなと思います。

あと最後に，先ほど色々人とのつながりという話が出たと思うんですけれど，人口が減

って，一人二役，三役，四役っていうのすごく大きいと思うんですよ。田んぼの用水当番

で，会社員で，消防団で，何々でって。皆さん色々な豊富な知識を持っているので，それ

がなんかざっくばらんに意見交換できる手弁当的な集まりがどんどん増えたら，この手は

この人と結んで，この人はこの人と手を結んでみたいなことができるのかなと感じました。

以上です。

（Ｋ委員）

Ｋです。よろしくお願いいたします。まず，はじめに色んな所で災害が起きていまして，

北海道では特にたくさんの方が亡くなられておりますので，ご冥福をお祈りしたいと思い

ます。２点なんですけれども，現場で働いてる人の話をしますと，７月，８月に植林をす

ると。１年中大丈夫だっていうお話は聞いてるんですけれども，そういう酷暑のときとか，

それとか１２月の寒い時期に植林する意義はなんですかねとちょっとお伺いしたいなと。

大変暑いとき，寒いときっていうのは苗木も人にも大変な負荷をかけますので，もう少し

やわらかくしたほうが良いんではないかなという感じはします。

それともう１点，時間も押してると思いますので，簡単にお話しさせていただきます。

環境税の使い方の提案なんですけれども，これから市町村，県から市町村のほうへどんど

ん環境税というのは降りてくると思うんですけれども，色んな環境税の使い方があります

し，環境税は個人で１，０００幾らかっていうお金をこれから出すようになると思うので，

やはり木材を搬出しているっていう点では大きいところだけでなく，小さくても少しでも

生産材料出したらば，それを第２の流通に対して，幾らかっていう上乗せっていうことも



お考えいただいたらありがたいなと。これで生産量も増えると思いますし，これが平等な

使い方のように思われますので，よろしくお願いいたします。

そして，知事さんのところにポスターも置かせていただいたんですけれども，自伐とい

うことで，色んな考えがあろうかと思いますけれど，まず自分でやるとか，自分でやらな

い人は，どういうふうにするかと，それはそれなりにやっていただいてる方にお願いする

しかないんですけれども，まず自分でやる。そして，自立をする。先に少し色々と自立と

いうお話が出てきましたけれども，やっぱり自立をする。そして，自由自在にするという

皆さん考え方もありますので，色んな方法で生産業が上向きになって活性化に少しでもつ

ながれば良いかなと思っております。どうぞよろしくお願いいたします。

（Ｌ委員）

いつもお世話になっております。JA 海部のＬでございます。私からは，きゅうりタウ
ンについて少しお話をさせていただきます。きゅうりタウン構想をさらに強力に進める推

進方策についてでございます。きゅうりタウン構想につきましては，これまでの総括とし

て学ぶ場である海部きゅうり塾，そして，試す場として，次世代園芸ハウス，そして，こ

の取り組みを伝える場として，SNS を通じた情報発信の取り組みを県，海部３町ととも
に総力をあげて取り組んできました。この取り組みの成果として，きゅうり塾で２２名の

塾生を受け入れ，就農者は１７名，１０経営体となっております。

現在，国の補助事業，産地パワーアップ事業や次世代投資資金等を活用し，経営を開始

したところでございます。８月の１５日から２０日の間に４名の塾生が定植をしました。

そして，また９月の中，下旬には収穫ができると思っております。また，この地域で，１

ヘクタールぐらいのハウスが数棟出来ております。また，皆さまよかったら，一度，海部

のほうへお越しください。本当に見事なハウスでございます。また台風２０号，２１号の

試練にも耐えられました。本当に知事さん，ありがとうございました。これから新規就農

者の経営を成功させるとともに，これからきゅうりタウン構想の目標である産地拡大に向

けた本格的な取り組みに発展させる重要な段階に来たと考えております。海部地域におい

て，きゅうりタウン構想のチャンスをものにするため，この流れを絶やさないために施策

の展開とご支援をよろしくお願い申し上げまして，私から簡単ではございますが，報告に

代えさせていただきます。ありがとうございました。

（Ｍ委員）

那賀町の人のあんまり住んでいない所に住んでおります，Ｍでございます。８月１１日

の山の日，南つるぎから，知事さんとご一緒に登山を計画しておりましたけれども，悪天

候のために中止になりました。非常に残念です。また来年ぜひご一緒させていただきたい

と切にお願いをしたいと思います。那賀町といえば，やはり四季美谷温泉。四季美谷温泉

といえば，やはりジビエ料理だと思っております。徳島県では一番進んでいると自負いた

しております。それで，ジビエ倍増モデル地区マスタープランの取り組みと第５回ジビエ

サミット徳島大会の内容についてお伺いしたいと思います。

それともう１点，私，人の住んでいない所に住んでおりますので，災害等のときには非

常に困っております。県が委託されている黄色いパトロール車。パトロールの業務につい



て大変よく巡視してくださってることを記憶しております。ただ，数を増やしていただけ

れば，やはり地元の住民も非常に安心するのではないかと思っております。以前は、県の

職員の方が毎日のように巡視活動をしていただいておったように記憶いたしております。

できれば 1回のところを 5回にするとか、ぜひそういう増やし方をしていただければ、地
元住民は大変ありがたく思います。よろしくお願い申します。以上です。

（Ｎ委員）

まずは台風のことについて，意見がございます。まず，この土日も台風じゃなかったん

ですけども，すごい雨と風で持井橋の近くの木が道のほうに垂れてまして，通りにくかっ

たんですね。それで，土木さんのほうに電話をしたんですけど，土日なので休みなんです。

そしたら，コールセンターに繋いで下さいっていう案内があったりで，県庁の守衛室の番

号に連絡したんですが，土日の緊急時にもっと分かりやすい県の窓口みたいなのをみんな

に周知していただければと思います。今回は，木が垂れ下がってきてますと，それと前に

穴が開いたときは警察へ言ったんですけど，非番でジャージ着てたのに，すぐに現地に来

て，対応してくれたんです。でも，何でもかんでも１１０番もしにくいので，そういう窓

口を分かりやすくしてください。

それと先ほどＣ委員がスピーカーが聞こえにくいとおっしゃっていましたが，私の近く

の人たちは，ダムの放流に非常に敏感になっています。あのスピーカーは普段は聞こえる

んでしょうけど，台風とか風があると全く聞こえなくて，前回も聞こえないって言ったの

で，移動してくれたり，音量を大きくしてくれたり，テストとかもしてくれてるんですが，

やはり聞こえないので，何か方法を考えていただければと思います。特に農業している人

たちは，事前にハウスが浸からないようにとか，飛ばないようにとか，そういう準備をし

ているので，そういうスピーカーを当てにしてるみたいなのでお願いいたします。

それともう１点台風の件で，前回，ここの会議で土手がもし切れた場合とかの説明みた

いなものをして欲しいっていうことをお願いしてたんですが，国交省の方が吉井地区の土

手の説明に来ていただいて，非常によく分かって勉強になったんです。この間がけが崩れ

たりとか，台風が来るたび，もしかしたら，本当に切れるんじゃないかっていうような不

安がやはりございます。台風が来るたびございます。深瀬地区の土手がすごく新しいもの

になったり，加茂地区が知事さんのおかげでどんどん土手ができております。やはり弱い

所が切れるような気がするので，古い堤防の修繕というのも積極的に取り組んでいただけ

たらなと願います。

続いて別の話で，次は道と観光のことなんですが，毎回ここでお願いして，県の方も知

事さんも本当に取り組んでくれているんですが，櫛渕インターができて，金石を通って，

黒河バイパスを通って，那賀町に抜けていく道，これは本当に経済の道でもあるし，色ん

な面で必要な道と思うんです。今は本当に通りかねております。この間，吉野川のラフテ

ィングとか色々外国の方がおいでて，にぎわってますけど，那賀川もカヌーが那賀町にあ

るので，「野球の町阿南」って言ってるみたいに「カヌーの町那賀」というように大きく

ＰＲしていただいて，外国人の方が来るような呼び込みをしていただいたらと思います。

この道の所にですね，いつも那賀に行くときにその道を通るんですが，桑野のほうから回

るとき，ガードレールが杉だったりして，非常におしゃれな，もう一度通ってみたくなる



ような道なので，もし新しい道ができるんでしたら，ガードレールはぜひ杉が良いなとか

個人的に思っております。

最後に話は変わるんですけど，介護のことについて，思うことがございまして。私たち

の年代もそろそろ介護が本当に切羽詰まったと言われるようになっておりまして。特に加

茂谷は２，０００人しかいないんですが，４２パーセントが後期高齢者。資料を読ませて

いただいたら，県の高齢者の人口比率が３４．８パーセントと書いております。施設に入

りたくても，みんな近くに行きたいので，ベッド数とか部屋があるのに５倍も６倍もの人

が同じ施設に行きたいっていうことで，家でデイサービスとか行ってるときは，順番やけ

ん仕方ないよなと，待っているんですけども，それが突然病気で手術して，病院って２週

間いたら手術しても置いてくれないんですよね。総合病院は。その後ですね，行く所がな

くてですね，困っているっていうのが現状で，その話をあっちこっちで聞いてます。国の

話かも分かりませんけども，その対策も県民と一緒に考えていただければありがたいなと

近々痛切に感じています。以上です。

（阿南市長）

貴重な時間でございますので，簡潔に申し上げます。Ｃ委員の防災無線が聞こえにくい

とのご意見ですが，最近の家は密封性が非常に高まりまして，ご迷惑掛けております。た

だ阿南市におきましては，電話応対サービスを導入しておりまして，電話で放送内容を確

認することができるんですが，これもいわば気休めだと思います。最終的には各戸にです

ね，停電でも聞こえる防災ラジオというものを普及させていかなきゃいけないということ

で，まだ決定ではありませんけども，取りあえず災害弱者の方々のお家にですね，配布す

る，これはぜひ国策の一環としてやってもらいたいなとは思っております。

それからもう一つ，６次産業化についてです。群馬県の太田市にはブラジル人がたくさ

んおります。産業都市ですけども，２つのＪＡが太田市の商工会議所に加入しました。本

当に６次産業やるんだったら，当然の姿だと思います。ＪＡも商工会ですから。だから，

私は１次産業も商工会議所，あるいは阿南高専とかですね，そういうものを使って，産業

会議みたいなものを県南で作って，統一ブランドでですね，やっていくようなことをＬ委

員にぜひ考えてもらいたいと思います。Ｌ私案をですね，早急に出してもらいたいと思い

ます。最後になりますが，安倍総理がこの間来まして，すだちのことをカボスって言って

たんです。カボスは柑橘の女王なんですよ。私はスダチは柑橘の貴婦人と思ってます。柑

橘の貴婦人で売り出すようにしています。知事さん，どうでしょうか。以上でございます。

（那賀町長）

はい。那賀町長の坂口です。先ほどＪ委員さん，Ｍ委員さんから災害の関係でご発言が

ございました。今年は本当に雨が多く，先般の，北海道の地震で土砂崩れがあるとは想定

もしてなかったんですが，すごい災害だなと思っております。北から南まで，日本全列島

災害だらけで，次は四国やられるかもとも心配はしているんですが。７月の豪雨，そして

今回の台風と本当に先ほど中川さんからのお話しがありましたように，那賀町でも，木頭

の出原と和食で浸水対策工事をやっていただいております。この工事が本当に完成するま

では豪雨は来るな来るな来るなと祈っている現状ですし，県のほうも本当に本体工事につ



いては，予算の措置もしていただき，工事も本当に十分やっていただいております。那賀

町としても，今回の議会でも内水対策とか色々出ておりますが，そのことは気にせずに本

体に専念していただいて，早急に完成をお願い申し上げたいと思います。本当にまだまだ

台風の時期でもございます。先般の台風は本当に１９５号で先ほどＪ委員から話があった

ように県境高知県と，あそこで止まれ止まれ言うたら止まってくれたんですよ。高知がち

ょっと気の毒だったんですけど，物部から愛媛にかけて，大きな災害があって，那賀町は

山で止まってくれて，良かったなと思ってるんですが。いつ越えるか分かりませんので，

我々としてもその分については対応をしていこうと思っております。Ｋ委員から環境税の

話も出ましたが，これはまた知事さんと別の会議でお願い事等含めて，お話をさせていた

だきたいと思っております。よろしくお願いしたいと思います。以上です。

（牟岐町長）

今日はですね，観光，地方創生，それと防災についてのご意見が多かったと思うんです

けども，牟岐町のＢ委員はですね，町外からお越しいただいて，本当に頑張っていただい

ております。民泊とか，それから体験型観光ですね。そういうことに取り組んでいただい

ております。そういう中では牟岐町のサポートが本当に弱いなということを痛感してるん

ですけども。今，観光協会を立ち上げるということで頑張ってるんですけども，要は県の

ほうでＤＭＯを立ち上げていただいて，牟岐町でその窓口を一元化したいな，または観光

協会に色んな施設の管理をしていただきたいなと思いまして，そういうことに取り組んで

おります。体制として非常に不自由なところございまして，支援が非常に弱いなというこ

とで本当に申し訳ないと思っております。

それと防災についてはですね，本当に町の職員だけでは全体の十分な牟岐町の防災のこ

とは難しいような状況になっておりまして，やっぱり地域防災計画もございますような地

区の防災計画ですね。自主防災組織はしっかりした計画を作って，行動に移していただく，

そういうふうな行動がどうしても必要だなということで，自主防災組織の方々にお伝えし

て，何とか作ってくださいっていうことをお願いしております。

先に気象庁のほうがですね，マグニチュード７クラスの地震が，南海トラフのその海域

で発生した場合は，臨時情報を出しますよと言っています。それを出した場合にどのよう

な行動をするかっていうのが，地域で準備できていないと思います。対応はばらばらにな

ると思いますので，やっぱり自主防災組織は臨時情報出たら，我々はどこに避難するとか，

要援護者はここに避難するとか，そういうふうな対策を事前に十分詰めておいていただき

たいなと思います。それから食糧，水等についてもですね，やっぱりその地域ごとに決め

ていただきたいなと思います。もちろん町でも用意するんですけど，そういうふうな対策

をどうしてもやっていただきたいということでお願いしている状況でございます。以上で

す。

（美波町長）

美波町の影治です。よろしくお願いします。意見というかたちでも構いませんかね。今

日１４人の委員の皆方から，お話・ご意見等聞きまして，今，牟岐町長さんおっしゃられ

たように観光であるとか，それからＤＭＯ，インバウンドとかいうような期待のある，ご



意見をいただいたと思っております。

ＤＭＯを去年のちょうどこの会議のときに，１日も早く立ち上げられるようにお願いし

たいというふうなことを申し上げて，今年の３月に設置していただいて，７月には広告を

打つということで着実に進んでいっていることに本当に感謝を申し上げたいと思います。

それと併せまして，４大大会ということで２０１９年がラグビーで，徳島県におきまして

はジョージアのキャンプ地というようなことと２０２０年のオリパラのときは，ドイツも

ホストタウンということですね。２０２１年はワールドマスターズというふうになってお

ります。インバウンド自体は，美波町も毎年のように数が増えているっていうこともあり

まして，私たちもしっかり頑張るんですけれども，１市４町で手をつなぎながら，そして，

皆さま方のお力添えも経て，短期集中っていうんですかね，この３年間を特に短期集中型

の何かいい言葉，先ほど話しがありましたような，スローガンみたいなのを立てて，この

資料３の２番目の「四国の右下」観光産業による地域活性化っていう３本を一つずつの柱

じゃなくて，円が重なるようなと言いますか，それぞれが連携してできるような一つの取

り組み，特にこういった世界大会というのは，まれにみる３年間っていうことになります

から，それに合わせて観光であったり，インバウンドであったりっていうのを集中的にや

って，その後もそれを引き続いてやっていくっていうようなことを，しっかり今年は取り

組んで行くべきかなというふうに考えます。私たちも頑張りますので，またよろしくお願

い申し上げまして，終了とさせていただきます。

（知事）

まずは１４名の委員の皆さま，積極的にご提言をいただきまして本当にどうもありがと

うございました。また各市長さん，町長さんにおかれましては，それぞれご質問に対して

のご対応いただいたりとか，あるいは，今，影治町長さんからは今後のこの県南のインバ

ウンド，４大スポーツ大会に向けてのご提言をいただいたところであります。またＨ委員

からもお話がありましたように，海部郡に皇太子殿下が，特に海陽町には初めて入られた

ところでありました。その意味ではその随行で影治町長さん，また福井町長さんには大変

お世話になりました。またＨ委員もお疲れさまでございました。

そうしたかたちで，今１４名の皆さん方からいただいたご提言で，何名か私からもお話

を申し上げたいと思います。まずＡ委員から，徳島として県政史上初となる季節便ではあ

りますけど，定期便がいよいよ香港との間で飛ぶと，１２月からと。ここはイン・アウト

両バウンドになりますので，これまで，ここの定期便につながるのは連続チャーター，二

度にわたって，これが搭乗率が８４パーセント以上だったんですね，キャセイドラゴンで。

それはこの季節便とは言いながらも，定期便につながったということですから，これから

は，やはり利用率，特に向こうからかさむんですけどね。こちら側からどれだけ乗って行

くかが勝負ということになりますので，こうした点，また広げてっていただければと。そ

の意味ではやはり海外の皆さん方は着地型観光，Wi-Fi が重要なんですね。徳島の場合に
は全県下で Wi-Fi が使える。しかも，平時は観光にいざ発災のときには災害対応にとい
うことで，整備率は日本断トツ１位の９１．７パーセントとなってるところですが，今，

お話しのあった，これからの対応は，やはりいざ発災となったときにインバウンド，この

皆さん方にどう伝えるかといった点もご提案いただきましたので，しっかりとそのモデル



を作っていければと，このように考えております。

それから，Ｃ委員から漁業ＢＣＰ，この話があって，じゃあ県内の漁協とではなかなか

お互いご辞退しちゃうんで，じゃ，どことのつながりを持ったらいいだろうか。自分たち

独自やんなきゃなんないだろうかというお話しですが，実はこれ我々隔遠地協定というこ

とで，平成１６年度の時に徳島から提案をして，同時被災を受けない，例えば，我々のよ

うに南海トラフの巨大地震を受けなくて，防災意識が高く，なお近い所ということで，鳥

取が手を挙げてくれたので，当時は片山知事，今は平井知事さんっていうことですけどね。

そこで県同士，また市同士，町村はそれぞれ数が違うので町村会同士と。実は阿南市が，

実は米子市と結んでいるということがありまして，米子も漁業の盛んな町です。というこ

とで，そうした漁協の皆さん方を市の皆さん方と，あるいは県との間でしっかりお話しを

いただければ，そうした場をお作りをすることができるんじゃないか。また漁協同士とい

うのは作っていないんですね。実はボランティアの受け入れっていうのがあるので，社協

同士，これはやっているんです。県社協同士。あとは企業同士も，やはりお互い目の見え

る，例えば，部品や何かが必要だ，お互いに互換性があるということで中小企業団体中央

会同士，平時においてはお互いが将来，いざ発災というときはその顔の見える関係を活か

して様々なサプライ，これをしっかりと担保して行こうとしてるところでありますので，

今回いただいたご提案っていうのはもちろんこれ農協の話にもつながってくるかとは思い

ますので，今後の新たなかたち，平井知事ともお話を。また阿南の皆さんと米子の皆さん

のときは，これは岩浅市長さんにもまたお願いをしてみたいと思いますので，貴重なご提

言ありがとうございました。

それからＤ委員からいただいた，仙台から帰ってきて不便っていうお話で。実は今，昨

年の７月２４日から，日本の有史以来初めてとなる，この国の政策創造の場，消費者庁，

消費者行政新未来創造オフィスが県庁の１０階に展開するということで，当時の河野大臣，

今は外務大臣，外務大臣としてこの間来られ，１日は総理が現職総理で初めて県庁に視察

に来ていただんですけどね。高評価をいただいたところです。ということで，実はエアラ

インも国民生活センターの研修で四国，中国，そして関西は原則徳島に向けるということ

になってまして，実は河野大臣とは当時，九州，西と東で分けようとしていたんですが，

それまでやったテストで，九州，特に宮崎の皆さん方が，徳島不便だと，相模原とかが良

いってこう言われちゃったもんですから。その後エアラインの皆さん方にも河野大臣から

も私からもお願いをして，実は，今，羽田をハブとして，東北地方，仙台は逆に新幹線が

近いもんですから，羽田との間，結べませんので，仙台より北のほうの空港ですね。ある

いは北海道，那覇空港，そして，北陸，さらには福岡便が２便になって，今，ジェット化

しましたんで，沖縄，そしてその，一番不便だと言われた宮崎，これを乗り継ぎ割引料金。

もちろん繁忙期は安くはならないんですけどね。安い時期になると逆に７割以上引いてく

れるという形にこれなっておりまして，それを阿波踊り空港の時刻表の中に載せさせてい

ただいています。料金のセットをですね。ということで，是非そうしたかたちで，我々も

努力を続けていきたいと思いますんで，そうしたものの利活用，これもぜひお願いをした

い。残念ながら，仙台はちょっと，仙台－羽田がありませんので，すいませんが，よろし

くお願い申し上げたいと思います。

それから，Ｅ委員からいただきました，中途採用の話ですね。確かに，今，中小企業，



小規模事業者の皆さん，採用がなかなか，この有効求人倍率では難しい。お話のとおりで

す。そこで，今，切り口をおっしゃっていただきました。障害者，高齢者，外国人と。外

国人の雇用については，我々徳島から政策提言をして，今回概算要求に既に載っているん

ですが，外国人の皆さまがたのビザ，就労ビザ，これをもっと弾力的にと。例えば，我々

地方公務員でジェット制度っていうのがありましてね。学校で英語，あるいはドイツ語等

の指導助手として働く。あるいは CIR ということで国際交流員として働いていただく。
ただ，この人たちって，これだけしかできないんです。例えば，この人たちの地域おこし

協力隊に，その後，海外のインバウンド対策として残ってもらうと駄目なんですね。だか

ら，そうしたものも弾力的にと。あるいは小規模事業者の皆さん方が雇いやすくとかいう

形を提案をしたところ，今回概算要求にようやく乗ったところでありますので，また年末

までに少し，これは我々は商工会議所の皆さんと連携をしていく必要がありますから，し

っかりと対応したいと。そして，さらには障害者の皆さんですね。ちょうど平成３０年度

から障害者の雇用を促進を２．０の法定雇用率が２．２に民間企業は上がったところです。

それと同時に精神障害がベースに入ってきたということで，積極的に精神障害の皆さん方

にも働いていただこうと，そこで，これも政策提言を今しておりまして，例えば，これフ

ルで働かないと１カウントしてもらえないんですよね。だから，せめて短時間労働の皆さ

ん方も，今０．５っていう単位は一応あるんですけど，０．３とか０．２とかっていうも

のも，皆さん方の体調に応じて，そして，企業の皆さん方はその人たちをどんどん雇うこ

とによって，その率を上げれると，win-win の関係を作り上げれればと。このようにも考
えておりますんで，ぜひ障害者の皆さん方の雇用促進にもご協力をいただければと思いま

す。

それからＩ委員からもご提案いただきました。この人口減少の中で，総合型地域スポー

ツクラブを市町村単位じゃなくて，例えば，海部郡単位でという形はどうだろうかと。私

は体育協会の会長を務めておりますので，そうしたありがたいお話についてはしっかりと，

我々としても，租借をさせていただいて，じゃあ，それについての障害がどういった点で

あるのか，こうした点をこれは採用して，ブレイクスルーをして，おっしゃるとおりです

ね，これから，どんどん人口が減る時代になりますので。しかし，その一方で，例えば生

活習慣病の予防であるとか，あるいは介護予防，こうした点についても今，社会福祉法人

の皆さん方が老人ホームを活用して，地域のアクティブシニアの皆さん方に，例えばロコ

モ症候群対応ということで，そこで，じゃあ，フィットネスクラブやってもらおうとかで

すね，そういった前向きの考えを老施協の皆さん方も進めてやっているもんですから，県

としても積極的にこれに支援をしていこうということをしておりますから，当然そうなる

とインストラクターはじめですね，皆さん方に必要になってくるということがありますの

で，こうした場合については，ぜひご協力をお願いをしたいと思ってますんで，よろしく

お願いいたします。ありがとうございます。

それから，Ｋ委員から，先ほど，坂口町長さんが森林環境税はまた事細かにというお話

がありまして，ベースとしては人口，あるいは私有林を中心とする森林面積，さらには林

業従事者，この３要素で配分をしていくということになっておりますが，今，お話があっ

たように「いや，いや，そうは言ったって材を出した分も応じてやってもらわなきゃ」，

おっしゃるとおりですね。このまま行くと，東京都とか大阪も結構もらっちゃうんですよ



ね。これも変な話ですので。ただ，この間，北海道で全国知事会が７月にありまして，こ

のときに小池都知事が言われたのが今回の大阪の地震で，通学時に子どもさん，亡くなり

ましたよね。それで，東京都は一斉にそのブロック塀対策をやる中で，次にそれを目隠し

として，また作るんであればブロック塀じゃなくて木の塀でいきたいと。それを２，３県

は協力してもらいたいと。プロジェクトチームを実は知事会で作ることになって，小池都

知事に準備リーダーなってもらってるんですけどね。我々としては，これも逆に大きな商

売になるなと。そのためには，まず，そのモデルを徳島からということで，今回もまもな

く９月議会が始まるんですが，ここに補正予算をかけて，できれば今年度中に県の施設，

あるいは学校ですね。こうしたものについてのブロック塀全部取り壊して，危ない所はで

すね。そして，これを全部，県産材の目隠しで，これをやろうと。できれば藍色に染めた

いなというふうに思いまして。なぜ藍色か，これを東京都に売ろうということなんですね。

東京はオリパラの公式エンブレムが組市松紋の藍色ですから，これは小池さんにとったら，

まさに喉から手が出るぐらい欲しいものなんですよね。ということで，我々として，まず

そのモデルを県から，そのためには市町村の皆さま方にも協力をいただくために，そうし

たご支援を。あるいは民間企業の皆さん方といいますか，あるいは個人の住宅とか，こう

した所についても取り壊すものに対しての支援をと，例えば，耐震化促進の補助金がある

んですけど，こうしたものにもブロック塀，これセットで壊す分については OK にしよ
うと思うんですね。あるいは，そうしたものの助成をどうしていくかと。今回の９月補正

でその案を出していきたいと考えておりますので，また，これも注目をしといていただけ

ればと考えております。よろしくお願いいたします。

それからＭ委員，大変残念でした。南つるぎ，初めてあそこから登る予定だったんです。

結局，また，向こう側ですよね。西のほうから登ることになってしまいました。ぜひ次を

楽しみにしております。

またＮ委員のほうから総合病院に入って，２週間以内で出されてしまうと，これはもう

今，国全体の方針でありまして，何とか１０日を切ろうというのが県内の病院で１０日を

ようやく切れてるのが徳島赤十字病院，それから県立中央病院になってるんですよね。そ

れで，実は何故こういうことをしなきゃいけないかというと，みんな手術待ちになっちゃ

ってるんですよね。だから１日でも早く，例えば，がんでもオペをしてあげたいと，回転

を良くすると。急性期，特に３次医療はそうしてるんですね。それで，今，国のほうから

さらに厳しい話が来まして，例えば，全く紹介状を持たないで，県立中央病院に行ったら，

ものすごく高い受診料を取りなさいとなっちゃったんですね。前は，努力だったんですけ

ど，今度は取れということになって，条例の改正をしたところなんですけどね。というこ

とで実は地域のかかりつけ医の皆さん方とお互いにそこから紹介を受ける。そして，逆に

逆紹介ということで県中に入って，後のケアをまたそこに戻す。逆紹介というのを非常に

強く今やってるところです。ですから，地域のかかりつけドクターの皆さん方をよく訪ね

ていただくと。そして，そっから紹介して，それぞれの病院へ，そのうち今度は阿南の医

療センターも出来上がってきますので。そうして，またっていうかたちで，お互いにこの

相互ケアっていうものを進めるのが今の日本の国の今後の２０２５年に向けての方向と。

これ医療介護ともにっていうことになっておりますので，その点についても，ぜひ地域の

皆さん方にお知らせいただければと思います。ということで，皆さん方からいただいた貴



重なご提案こうした点についても，しっかりと租借をさせていただいて県政の中に活かし

ていきたいと考えておりますので，これからもご提言よろしくお願いいたします。本日は

どうもありがとうございました。


